
令和 5 年度
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【評価機関概要（評価機関記入）】

　（別紙２）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3390201121 フロア内でいつでも声を掛けあえ皆で会話を楽しめる明るく元気な空間を作っていま
す。毎日利用者様の要望を聞きながら音楽レク・脳トレ・リハビリ体操を取り入れ利用
者様がやる気を引き出すことに力を入れています。作品作りでは季節を感じられる作
品を作り庄の里で行われている。文化展に作品しています。文化展には他事業所の
作品も展示しており、見学に行くことが楽しみになっています。庄の里と連携をとり、保
育園児との交流会にて芋掘りを行い収穫を楽しんでいます。散歩では近隣に保育園
や中学校があり、子供や地域の方と挨拶をかわし地域交流ができる恵まれた環境に
あります。敬老会、クリスマス会では家族の協力をお願いしてアットホームな行事をい
たしました。利用者様とご家族様の思いを暮らしの中に取り入れ人と人とのつながり
を大切に支援しています。

法人名 社会福祉法人　和福祉法人

事業所名 グループホーム庄の里「和らぎの家」　あかりユニット

作成日　　令和　６　年　１　月　３１　日

所在地 岡山県倉敷市上東819番1

自己評価作成日 令和　５　年　１１　月　２０　日 評価結果市町村受理日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/33/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=3390201121-00&ServiceCd=320&Type=search それぞれの利用者にあった役割を、日々の生活の中に日課として組み入れ、個別のケアを大
切にしている。町内のことを熱心にしていた利用者には、掃除当番として、モップ掛けをお願
いしたり、編み物が得意な方には、アクリルたわしを編んでもらったり、雑巾を作ってもらった
りしている。要介護度に応じて、つかまりスロースクワット運動や階段を使った歩行訓練を、職
員がやる気が起きるように、言葉がけをしている。PDCAを参考にし、モニタリングを行いなが
ら、利用者への、より良いケアに繋がるように努めており、利用者に寄り添った取り組みが、
利用者、家族に安心感をもたらしている。コロナ禍においても、家族とのコミュニケーションを
大切に考え、家族の声をどのように聞いたらいいか、その時に出来る可能な限りのことに取り
組んだ。管理者の発案により作成して頂いた家族からの手紙やビデオレターは、利用者の心
の支えとなり、孫の様子を見て、「大きくなったなあ。」と感慨深げにしていたという。利用者の
毎日に、細やかな配慮をしながら、その方の穏やかな時間づくりの手助けができるのは、理
念にある”丁寧な仕事”に繋がっていて施設の体制づくりの賜物で、利用者が穏やかに生き
がいを持ちつつ充実さに繋がっている。

評価機関名 有限会社アウルメディカルサービス

所在地 岡山市北区岩井２丁目２－１８

訪問調査日 令和　５　年　１２　月　１１　日


